
和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ４年度）

予算
（Ｒ４年度）

決算
（Ｒ４年度）

担当課

１ 教育の支援

幼児教育・保育の
無償化

1
紀州っ子いっぱいサ
ポート

　第２子以降を育てる世帯の経済的負担を軽減するため、市町村と協力
し保育料の無償化を実施した。
　　　・第２子：年収約360万円
　　　・第３子以降：所得制限なし

＜対象施設＞
　保育所、認定こども園、幼稚園
　児童発達支援センター等
　認可外保育施設（病院内、企業内含む。）

＜スキーム＞
　　実施する市町村への１／２補助

234,693 222,435 子ども未来課

2
幼児教育・保育の質
の向上

〈①子ども未来課〉
　市町村が実施する家庭支援推進保育事業に要する費用について財政支
援を行った。

〈②義務教育課〉
　経験年数等に応じた研修や保育者に必要な内容をテーマにした研修
を、幼稚園・保育所・認定こども園関係職員を対象に、年間1８回開催
した。受講者はのべ１４３０人、受講者の研修内容の評価は、5段階評
価で平均4.６であった。

①2,445

②965

①2,274

②656

子ども未来課、
義務教育課

3
訪問型家庭教育支援
推進事業

　専門講座やフォーラムを通して家庭教育について啓発を行い、家庭教
育支援の関係者の資質向上と人材育成を行った。また、子育て中の保護
者等がつながりを深める機会となるよう子育て講座を実施し、家庭教育
に関する基礎的な知識の普及、啓発を図った。
　家庭教育支援事業実施市町村への支援：10市町

13,888 11,157 生涯学習課

スクールソーシャルワー
カーやスクールカウンセ
ラーが機能する体制の構
築等

4
不登校等総合対策事
業

　スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーの配置拡充、教
職員に対する研修や教育相談を実施した。

380,775 357,493 教育支援課

5
きのくに学力向上総
合戦略

　県内全ての公立小中学校等児童生徒に対して学習到達度調査（テス
ト）を実施した。

55,521 51,691 義務教育課

6
教職員への人権研修
の実施

　教職員を対象とした人権研修において、子供の貧困問題の内容を取り
扱った。
（初任者研修・６年次研修・中堅教諭等資質向上研修・管理職研修
等）

19,736 16,620
人権教育推進
課、教育セン
ター学びの丘

7
ICTを活用した不登
校児童生徒への学習
支援

　ＩＣＴを活用した学習支援を教育支援センター等において実施すると
ともに、教育支援センターを設置している１７市町に３５名の訪問支援
員を配置した。
　訪問支援員が関わった児童生徒のうち４８．３％が、登校できるよう
になるなどの改善が見られた。

62,011 58,215 教育支援課

8
基本研修事業・専門
研修事業

　関係機関との連携のもと、教職員がチームとして取り組む効果的な生
徒指導や学級集団づくり、教育相談の実施に向けた研修を実施した。

16,421
事業No.6の再掲

14,127
事業No.6の再掲

教育センター学
びの丘

高校中退の予防の
ための取組

不登校等総合対策事
業

再掲 事業No.４を参照 同左 同左 教育支援課

9
高等学校等学び直し
支援

　高等学校の中途退学者が再度県内の高等学校に就学する費用を国が負
担し、就学援助（全額国庫）を実施
　①公立：対象者数　57人
　②私立：対象者数  １４人

①1,040
②3,086

①675
②1,628

（教）総務課、
文化学術課

10 若者自立支援事業

　県内3か所に設置している若者サポートステーションWithYouにおい
て、若者からのあらゆる相談対応を行うとともに、個人の状況に応じた
総合的・継続的な支援を実施した。
・新規登録者数　　９９４人
・相談件数　　　　９，０３４件

36,837 36,690
青少年・男女共
同参画課

11 和歌山県修学奨励
　経済的理由により修学が困難な者に対し、「奨学金」及び「進学助成
金」を貸与した。
　対象者数：138名【奨学金】、78名【進学助成金】

292,900 272,580 生涯学習課

12
和歌山県大学生等進
学支援金

　意欲と能力が高い者が、経済的な事情に左右されず、大学等に進学し
て学び、将来の地域社会の担い手となるよう、低所得世帯の学生・生徒
に対して「和歌山県大学生等進学支援金」を貸与した。
　対象者数：35名（新規）、117名（継続）

101,045 91,304 生涯学習課

13
私立専修学校授業料
等減免事業費補助金

　一定の収入未満の世帯の県内専修学校（専門課程）生に対する修学援
助を実施

・対象者数　　　　２１２人

111,123 93,969 文化学術課

14
母子父子寡婦福祉資
金貸付金

　母子家庭、父子家庭及び寡婦並びに父母のいない児童の経済的自立の
助成と生活意欲の助長を図るため貸付けを行った。
・母子福祉資金貸付　121,239千円
・父子福祉資金貸付　　  2,792千円
・寡婦福祉資金貸付　　  2,127千円

152,755 126,158 子ども未来課

児童養護施設等の
子供への学習・進
学支援

15 児童福祉施設措置費
　児童養護施設等入所児童にかかる通塾費など学習支援経費について、
児童福祉施設措置費により負担した。

2,532,184 2,481,821 子ども未来課

大綱第４の区分

(3)高等学校等におけ
る修学継続のための支
援

高校中退後の支援

(1)幼児教育・保育の
無償化の推進及び質の
向上

(4)大学等進学に対す
る教育機会の提供

幼児教育・保育の
質の向上

学校教育による学
力保障

(2)地域に開かれた子
供の貧困対策のプラッ
トフォームとしての学
校指導・運営体制の構
築

高等教育の修学支
援

(5)特に配慮を要する
子供への支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ４年度）

予算
（Ｒ４年度）

決算
（Ｒ４年度）

担当課大綱第４の区分

16
特別支援教育振興事
業

　早期から産業現場等における実習を行えるよう、進路先や実習先開拓
のための啓発リーフレットを作成するなどし、特別支援学校高等部に在
籍する生徒の進路実現に向けた取組の支援を行った。また、卒業後の生
活も視野に入れ在学中から医療・福祉等の関係機関とつながることがで
きるよう、つなぎ愛シート（個別の教育支援計画）の活用推進を行って
いる。

3,448 3,448 特別支援教育室

17
特別支援教育就学奨
励費

　県内特別支援学校１１校の幼児、児童生徒の就学経費の全部または一
部を補助
　対象者数 1,386人、総額 171,077千円

178,488 171,077
（教）総務課、
特別支援教育室

外国人児童生徒等
への支援

18 外国人児童生徒等教育に係る研修会
　日本語指導を必要とする児童生徒が在籍する学校を所管する市町村教
育委員会指導主事や学校の教員等を対象に、研修を実施した。

9 9
県立学校教育
課、義務教育課

ヤングケアラーに
対する支援

19 ヤングケアラーに対する支援

　教職員及び生徒のヤングケアラーに関する認識を深めることを目的
に、令和４年１０～１２月の間に、中学校、高等学校（全日制・定時
制・通信制）、特別支援学校中学部・高等部の全学年を対象として、生
活実態アンケートを実施した。また、令和５年２月～３月にかけて、ア
ンケートを実施した担任を対象に、ヤングケアラーと思われる生徒に対
して行った対応について問うアンケートを実施した。

0 0
福祉保健総務
課、教育支援課

義務教育段階の就
学支援の充実

20
生活保護制度（教育
扶助）

　義務教育期間の子供がいる生活保護世帯に対し、給食費等の修学にか
かる費用の支給を行った。

3,853 4,615 福祉保健総務課

21
高等学校等就学支援
金

一定収入未満の世帯の県内高校生に対する就学援助（全額国庫）を実施
した。
　①公立：対象者数　17,030人
　②私立：対象者数 　3,273人

①1,859,584
②842,134

①1,855,786
②798,612

（教）総務課、
文化学術課

22
和歌山県高校生等奨
学給付金（奨学のた
めの給付金）

　高校生等を有する低所得世帯の授業料以外の教育費負担を軽減するた
め、住民税所得割非課税世帯を対象とした「奨学のための給付金」を支
給した。
　①公立：対象者数　1,952人
　②私立：対象者数 　  367人

①242,998
②61,424

①227,561
②44,703

生涯学習課、文
化学術課

23
県立高等学校授業料
減免

　経済的理由により授業料の支払いが困難な世帯の生徒に対し、授業料
の減額又は免除
　・対象者数 452人

0 0 （教）総務課

24
私立高等学校等家計
急変世帯授業料減額
等補助事業

　高等学校等に進学した後に家計が急変し、一定の収入未満になった世
帯の県内高校生に対する就学援助を実施。
　・対象者数　0人

792 0 文化学術課

和歌山県修学奨励 再掲 事業No.11を参照 同左 同左 生涯学習課

25
生活福祉資金貸付制
度

【生活福祉資金等貸付実績(令和４年度)】
   　総合支援資金　17件    　504万円
   　福祉資金　　　36件　    995万円
   　教育支援資金　30件　 3,876万円

26,585 26,585 福祉保健総務課

26
生活保護制度（生業
扶助）

　生活保護世帯に対し、子供が高校学校等に進学する際の入学料、入学
考査料や就学中の授業料、教材費等の支給を行った。

4,677 3,546 福祉保健総務課

母子父子寡婦福祉資
金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左 子ども未来課

27

母子家庭就業・自立
支援事業（うち　ひ
とり親家庭高等学校
卒業程度認定試験合
格支援）

　ひとり親家庭の親及び子に、高卒認定試験の受験に必要な講座受講料
の一部を給付。
　・実績　0人

80 0 子ども未来課

28
地域ふれあいルーム
推進事業

　放課後や週末等に学校の余裕教室等を活用し、地域住民との交流活動
等の取組を実施する拠点として、「地域ふれあいルーム」を開設し、大
人と子供の交流活動を推進した。
　放課後等子ども教室：16市町94個所（和歌山市除く）
　いきいき交流教室（県立特別支援学校）：10校10個所

14,549 11,931 生涯学習課

29
子どもの居場所づく
り推進事業

　放課後等に一人で過ごさなければならない小学校４年生から６年生等
に対し、学習支援や大人とのふれあいの機会を定期的・継続的に提供
し、学習習慣の定着やコミュニケーション力の向上等を支援する取組を
実施した。
　子どもの居場所づくり：23市町村58個所（和歌山市除く）

21,766 18,736 生涯学習課

30 地域子ども団体育成

　児童館等を活用し学習活動や創作活動、スポーツやリーダー育成など
に取り組む子ども会の組織的・継続的な活動の支援を実施した。
地域総合活動補助　　６０団体
地域集団活動補助　　４３団体
専任職員配置補助　　２２人
地域組織活動支援　　２０団体
青少年地域参加促進　９団体

31,348 26,566
青少年・男女共
同参画課

生活困窮世帯等へ
の進学費用等の負
担軽減

(7)地域における学習支援等

高校生等への修学
支援等による経済
的負担の軽減

地域学校協働活動
における学習支援
等

(6)教育費負担の軽減

ひとり親家庭への
進学費用等の負担
軽減

特別支援教育に関
する支援の充実

(5)特に配慮を要する
子供への支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ４年度）

予算
（Ｒ４年度）

決算
（Ｒ４年度）

担当課大綱第４の区分

児童福祉施設措置費 再掲 事業No.15を参照 同左 同左 子ども未来課

31 和歌山子供食堂支援

　子供食堂の開設に係る設備購入や設備改修、学習支援等機能強化に係
る備品購入等（5箇所）に対して補助を行うとともに、わかやま子供食
堂応援ネットワークを事業を構築し、支援者と子供食堂をつなぐコー
ディネーターを配置した。

6,355 3,020 子ども未来課

夜間中学校の設置
促進・充実

32
中学校夜間学級の設
置促進

　市町村教育委員会に対して、「義務教育の段階における普通教育に相
当する教育の機会の確保等に関する法律」等を踏まえ、夜間中学の設置
に向けた取組の一層の推進を図るよう、周知や趣旨説明を行った。

- - 義務教育課

33
学校における食育推
進に関する研修

　学校給食管理指導者・栄養教諭等研修会を令和4年7月に、学校にお
ける食育推進研修会を令和5年1月に開催した。 52 100 教育支援課

34 補食給食
　夜食の補助を県立定時制高等学校６校及び和歌山市立和歌山高校（定
時制）で実施した。

739 281 教育支援課

児童福祉施設措置費 再掲 事業No.15を参照 同左 同左 子ども未来課

地域ふれあいルーム
推進事業

再掲 事業No.28を参照 同左 同左 生涯学習課

地域子ども団体育成 再掲 事業No.30を参照 同左 同左
青少年・男女共
同参画課

35
和歌山版「食事バラ
ンスガイド」の普
及・活用

　食育推進検討会（有識者2名、栄養教諭2名）にて、県内全小学５年
生を対象とした食事バランスガイド普及啓発教材を検討し、作成・配
付。授業等で活用いただいた。活用した教諭を対象に実施したアンケー
トでは、「食事のバランスや組み合わせについて興味を持った」と回答
した小学校の割合は75.6％であった。

1,174 881 果樹園芸課

和歌山子供食堂支援 再掲 事業No.31を参照 同左 同左 子ども未来課

２ 生活の安定に資するための支援

36
子ども・子育て支援
事業 （利用者支援
事業）

　妊娠・出産・子育て等に関する相談にワンストップで対応する「子育
て世代包括支援センター」を設置する市町村に対する支援を実施した。

30,283 24,925
健康推進課、子
ども未来課

37
乳幼児医療費助成事
業

　乳幼児を対象に保険医療自己負担分を市町村に対し補助を行った。
・負担割合　県１/2、市町村１/2

631,445 588,776 健康推進課

38
生活困窮者に対する
自立相談支援事業

　生活困窮者の相談に対し、その相談内容に応じた支援プランを作成
し、相談支援や就労支援等を実施した。

26,936 21,369 福祉保健総務課

39
わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
見守り支援）

　児童扶養手当受給者の自立促進に向け、見守り支援員を派遣し、個々
の生活や子育ての状況、ニーズ等に即した自立支援プログラムを策定し
た。
・R4実績　２世帯

5,172
の内数 4,243
の内数 子ども未来課

40
わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
日常生活支援）

　就業上の理由（残業や休日出勤等）による定期的な未就学児・小学生
の養育支援や、求職活動や技能習得または疾病等のため一時的に家事援
助、保育等のサービスが必要となった世帯の生活支援等のために日常生
活支援員を派遣した。
・Ｒ４実績　４３世帯

5,172
の内数 4,243
の内数 子ども未来課

41
生活困窮者自立支援
法に基づく住居確保
給付金

　離職等により経済的に困窮し、住居を喪失した者又は住居を喪失する
おそれのある者に対し、家賃相当分を支給することにより、住居及び就
労機会の確保に向けた支援を行った。

10,368 2,174 福祉保健総務課

地域ふれあいルーム
推進事業

再掲 事業No.28を参照 同左 同左 生涯学習課

42 保育士等の人材確保

　保育士の安定的な確保を図るため、潜在保育士等の就職支援や保育士
の労働環境改善の支援、指定保育士養成施設に在学する学生等を対象に
保育士修学資金貸付け等を行った。また、保育士の専門性を高めるため
にキャリアアップ研修を行い、給与面等での処遇改善に反映させた。

192,308 184,652 子ども未来課

妊娠・出産期から
の相談・切れ目の
ない支援

保護者の自立支援

保育等の確保

(8)その他の教育支援

(1)親の妊娠・出産
期・子供の乳幼児期に
おける支援

(7)地域における学習支援等

生活困窮世帯等へ
の学習支援

学校給食を通じた
子供の食事・栄養
状態の確保

多様な体験活動の
機会の提供

(2)保護者の生活支援
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
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予算
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（Ｒ４年度）

担当課大綱第４の区分

43
放課後児童健全育成
対策等施設整備

　放課後児童クラブに使用している建物等の新設及び改築に対して補助
を行った。令和４年度は２か所の施設整備について補助を行った。

45,850 8,071 子ども未来課

訪問型家庭教育支援
推進事業

再掲 事業No.3を参照 同左 同左 生涯学習課

子ども・子育て支援
事業 （利用者支援
事業）

再掲 事業No.36を参照 同左 同左
健康推進課、子
ども未来課

わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
日常生活支援）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左 子ども未来課

生活福祉資金貸付制
度

再掲 事業No.25を参照 同左 同左 福祉保健総務課

わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
日常生活支援）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左 子ども未来課

44
児童養護施設等にお
ける家庭的養護の促
進

　児童養護施設等の改築・増築の際には、小規模かつ地域分散化された
施設の設置を優先して進めていく。（Ｒ４年度、事業実施無し）

- - 子ども未来課

45
社会的養護体制整
備・促進（里親委託
推進）

　里親支援機関２箇所で里親相談会、サロン、交流会及び研修の開催、
里親への相談支援を実施した。また、里親制度普及啓発のためリーフ
レットの作成を行った。

49,978 44,442 子ども未来課

46
幼児教育関係職員研
修

　幼児教育関係職員研修における「食育研修」を、子ども未来課主催の
保育現場におけるリーダー的職員の育成を目的とした「保育士等キャリ
アアップ研修」の「食育・アレルギー対応」分野と共催で行った。令和
４年度は、「食と子育て、食育計画の作成と活用」の研修内容を共催で
行い、義務教育課からの受講者は28人、子ども未来課からの受講者は
220人であった。

4,470 4,470
子ども未来課・
義務教育課

和歌山版「食事バラ
ンスガイド」の普
及・活用

再掲 事業No.35を参照 同左 同左 果樹園芸課

和歌山子供食堂支援 再掲 事業No.31を参照 同左 同左 子ども未来課

生活困窮者に対する
自立相談支援事業

再掲 事業No.38を参照 同左 同左 福祉保健総務課

47

母子家庭等就業・自
立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

　就業支援員による就業相談、就業支援講習会の開催等を行った。
・R4相談件数　1,209件
・R4就業者数　11人（うち常勤５人）

2,123 2,123 子ども未来課

若者自立支援事業 再掲 事業No.10を参照 同左 同左
青少年・男女共
同参画課

48 若年者 の就労支援

　ジョブカフェわかやまにおいて、若年者等の就職相談やキャリアカウ
ンセリングを実施した。
【令和４年度】
総利用者数：６,３６０人
就職者数：３９９人

15,135 15,094 労働政策課

49 普通課程職業訓練
　主に新卒者から４０歳未満までを対象に、県立産業技術専門学院にお
いて職業訓練を実施した。

10,363 9,320 労働政策課

50 労働教育の実施
　和歌山労働局（厚生労働省）が実施する若年者地域連携事業を活用
し、高校生の採用内定者用ガイドブックを配布した。

- - 労働政策課

51
就職支援プロジェク
ト

　就職指導の充実、内定率の向上、高卒就職者の早期離職防止をめざ
し、就職希望者が多い県立高等学校１６校２分校に民間企業経験者を就
職指導員として配置した。

41,633 34,797 県立学校教育課

(3)子供の生活支援

生活困窮世帯等の
子供に対する進路
選択等の支援

高校中退者等への
就労支援

児童福祉施設入所
児童等への就労支
援

(4)子供の就労支援

社会的養育が必要
な子供への生活支
援

保育等の確保

生活困窮世帯等の
子供への生活支援

子供の社会的自立
の確立のための支
援

食育の推進に関す
る支援

(2)保護者の生活支援

保護者の育児負担の軽減
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
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No.
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担当課大綱第４の区分

普通課程職業訓練 再掲 事業No.49を参照 同左 同左 労働政策課

52 労働相談の実施

　労働センターにおいて相談員による労働相談を実施した。
相談時間：火・水・木・金曜　16～20時
　　　　　土・日曜　10時～16時
相談者数(人数)： 192人
相談案件数 ：404件

2,684 2,684 労働政策課

労働教育の実施 再掲 事業No.50を参照 同左 同左 労働政策課

53
母子生活支援施設の
活用

　配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある女子及びその者の監護
すべき児童を入所させ、保護するとともに自立促進のために生活支援を
行った。

- - 子ども未来課

54
ひとり親世帯、子育
て世帯の県営住宅へ
の優先入居

　ひとり親世帯、子育て世帯等は、優先抽選に参加でき、抽選に漏れた
場合も、一般枠での抽選に参加ができるよう抽選機会の確保（２回）を
行った。

- - 建築住宅課

母子父子寡婦福祉資
金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左 子ども未来課

55
ひとり親家庭高等職
業訓練促進資金貸付

　ひとり親家庭の親が看護師、保育士等の資格を取得する際に係る費用
を貸付。県社会福祉協議会が行う事業として県が補助。

・貸付実績（令和５年３月末時点）８人

1,500 518

生活困窮者自立支援
法に基づく住居確保
給付金

再掲 事業No.41を参照 同左 同左 福祉保健総務課

家庭への復帰支援 56
家族再統合プログラ
ムの作成、展開

　児童相談所において民間団体が行っている親支援プログラムについ
て、特別な支援を必要とする保護者に対して実施した。

2,000 1,950 子ども未来課

57
児童養護施設等の退
所児童等のアフター
ケア推進

　児童養護施設等から自立予定又は自立後の児童等に対して、地域生活
を始める上で必要な知識や情報を提供し、生活や就労に関する相談を実
施した。

4,526 4,526 子ども未来課

58
児童養護施設退所者
等に対する自立支援
資金貸付

　児童養護施設退所者等が大学等進学や就職する場合に必要な費用及び
就職に必要な資格取得のために必要な費用の貸付を行った。

1,942 1,942 子ども未来課

59
身元保証人確保対策
事業

　児童養護施設退所者等の社会的自立の促進のため、身元保証人確保事
業を実施した。

89 89 子ども未来課

60
児童養護施設等児童
自立定着指導事業

　児童養護施設等退所児童に対して、自立後の生活及び就業指導を行う
ための施設指導員の旅費を支給した。

70 5 子ども未来課

61
社会的擁護自立支援
事業

　児童養護施設の入所措置等を受けていた者について、原則２２歳の年
度末まで施設等で生活が継続できるよう居住、生活費等の支援を行っ
た。

9,373 2,742 子ども未来課

児童家庭支援セン
ターの相談機能の
強化

62
児童家庭支援セン
ターの設置促進

　地域に開かれた子育て支援の拠点として、子供や家庭等からの相談の
対応、支援等を行う児童家庭支援センターの運営を行った。

26,558 26,558 子ども未来課

児童養護施設等にお
ける家庭的養護の促
進

再掲 事業No.44を参照 同左 同左 子ども未来課

社会的養護体制整
備・促進（里親委託
推進）

再掲 事業No.45を参照 同左 同左 子ども未来課

63
児童相談所の体制強
化

　児童相談所職員の職種及び経験におり体系的な研修を実施し、資質向
上を図った。

3,191 1,523 子ども未来課

市町村等の体制強
化

(4)子供の就労支援

(7)支援体制の強化

社会的養護の体制
整備

(5)住宅に関する支援

(6)児童養護施設退所
者等に関する支援

退所等後の相談支
援

子供の社会的自立
の確立のための支
援
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64 市町村の体制強化
　要保護児童対策地域協議会（市町村児童福祉主管課）関係職員の資質
向上、専門性確保を目的とした研修を実施した。

658 279 子ども未来課

65
子育て支援情報検索
システム

　子供の貧困対策事業も含めた子育て全般に係る施策・情報等をスマー
トフォンで検索できるようにするため、チャットボットシステムを県内
全市町村と協力して構築し、LINE公式アカウントおよび専用HPと連携
させて子育て支援情報を２４時間３６５日検索できるシステムを運用し
ている。

＜運用状況＞
R2年１２月より一般公開開始、運用中。

＜利用回数＞
のべ3,886回

3,686 3,686 子ども未来課

66
ひとり親家庭訪問支
援事業

　ひとり親家庭の孤立防止及びひとり親家庭支援制度の周知徹底を図る
ため、ひとり親家庭に対し、居宅等への訪問や、児童扶養手当現況届期
間中の出張相談を行った。
・居宅等訪問（電話でのヒアリング含む。）　220世帯

3,493 2,957 子ども未来課

生活困窮者自立支
援制度とひとり親
家庭向けの施策の
連携の推進

67
生活困窮者自立支援
会議等による連携

　各地域において、関係機関等がそれぞれ把握している困窮が疑われる
ような個々のケースの情報の共有や地域における必要な支援体制の検討
を行うための会議を行った。
　また、ひとり親家庭訪問支援事業により得たひとり親家庭の情報のう
ち、情報共有が必要と考えられる情報を市町村及び振興局と共有した。

事業No.38
に含む

事業No.38
に含む

福祉保健総務
課、子ども未来
課

68
民生委員・児童委員
指導事業

相談支援件数（和歌山市除く）
令和4年度　26,507件
 うち子供に関する相談　5,274件
令和3年度　27,808件
 うち子供に関する相談　6,041件

148,097 145,393 福祉保健総務課

母子家庭等就業・自
立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

再掲 事業No.47を参照 同左 同左 子ども未来課

69
母子・父子自立支援
員の配置

　ひとり親家庭が直面する課題に対応するため、福祉事務所に母子・父
子自立支援員を配置し、自立に必要な情報提供や相談対応を行った。

- - 子ども未来課

３ 保護者に対する職業生活の安定と向上に資するための就労の支援

(1)職業生活の安定と
向上のための支援

所得向上策の推
進、職業と家庭が
安心して両立でき
る働き方の実現

70
非正規社員の正社員
化に取り組む企業支
援事業

①正規雇用促進企業経営者向けセミナーを開催した。
　開催日：令和４年1０月２４日
　参加企業数：４７社
②デジタル人材育成研修を開催した。
　開催時期：令和4年９月～１２月（４回開催）
　参加受講者数：８１人

3,641 3,549 労働政策課

母子家庭等就業・自
立支援事業 （う
ち、母子家庭等就
業・自立支援セン
ター事業等）

再掲 事業No.47を参照 同左 同左 子ども未来課

わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
見守り支援）

再掲 事業No.39を参照 同左 同左 子ども未来課

71

母子家庭等就業・自
立支援事業（うち、
高等職業訓練促進給
付金、自立支援教育
訓練給付金）

　ひとり親家庭の親が看護師、保育士等の資格を取得する際、仕事又は
育児と養成機関への通学の両立が困難な家庭の生活支援、受講料の補助
を行った。
・支給人数（令和5年３月末時点）
　高等職業訓練促進給付金　12人
　自立支援教育訓練給付金　２人

19,640 18,049 子ども未来課

ひとり親家庭高等職
業訓練促進資金貸付

再掲 事業No.55を参照 同左 同左 子ども未来課

母子父子寡婦福祉資
金貸付金

再掲 事業No.14を参照 同左 同左 子ども未来課

ひとり親家庭の親
の職業と家庭の両
立

わかやまひとり親家
庭アシスト （うち
日常生活支援 ）

再掲 事業No.40を参照 同左 同左 子ども未来課

ひとり親家庭の親
の学び直しの支援

母子家庭就業・自立
支援事業（うち　ひ
とり親家庭高等学校
卒業程度認定試験合
格支援）

再掲 事業No.27を参照 同左 同左 子ども未来課

72
生活困窮者等への就
労支援

　ハローワーク等と連携した就労支援のほか、就労に課題のある方に対
しては日常生活や社会自立など基礎能力を養いながら就労に向けた支援
を行った。

1,857 1,777 福祉保健総務課

市町村等の体制強
化

(7)支援体制の強化

相談職員の資質向
上

ひとり親家庭の親
への就労支援

(3)困窮世帯等への就
労支援

(2)ひとり親に対する
就労支援

就労機会の確保

ひとり親支援に係
る地方公共団体窓
口のワンストップ
化等の推進
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労働相談の実施 再掲 事業No.52を参照 同左 同左 労働政策課

73
和歌山再就職支援
「就活サイクル」プ
ロジェクト事業

①県内４か所（和歌山、橋本、田辺、オンライン）での合同企業説明会
を開催した。
　開催日：令和５年２月４日・１２日・１９日・２２日
　参加企業数：１４１社
　参加求職者数：４９人
②ステップアップフェア（セミナー及び合同企業説明会）を開催した。
　開催日：令和４年７月２８日・１１月３０日
　参加企業数：７４社・２６社
　参加求職者数：３８人・８名

56,569 56,569 労働政策課

74
人材Uターン等就職
支援事業

　県外及び県内各地域での合同就職面談会（UＩターン就職フェア）を
開催した。
　参加求職者：８８３人（１２回）

2,057 2,057 労働政策課

75
離転職者等職業訓
練、施設外訓練

　離転職者の求職者が就職に必要な知識・技術を習得するための職業訓
練を、民間訓練機関に委託し実施した。
　・開講コース数：45コース
　・入校者数：436人

292,004 127,582 労働政策課

76
雇用支援就職促進事
業

　県内各地域で巡回相談を実施し、就職困難者の支援を実施した。 14,787 14,394 労働政策課

非正規雇用から正
規雇用への転換

非正規社員の正社員
化に取り組む企業支
援事業

再掲 事業No.70を参照 同左 同左 労働政策課

４ 経済的支援

77
児童扶養手当、特別
児童扶養手当

〈①児童扶養手当〉
　ひとり親家庭の生活と安定と自立のための支給制度。離婚などにより
ひとり親となった家庭の親、父母に代わって児童を養育している者、父
母が一定の障害の状態にある親に対し支給した。

〈②特別児童扶養手当〉
　20歳未満の中程度以上の身体障害・知的障害・精神障害や長期に安
静を必要とする病状にある児童を家庭において監護している父もしくは
母、または父母にかわって児童を養育している者に対し支給した。

①1,052,615

②6,077

①987,211

②5,996

子ども未来課、
障害福祉課

78 児童手当
　児童の健やかな成長を支援するため、児童を養育している者に児童手
当を支給した。
・受給者数　62,081人

1,842,430 1,830,048 子ども未来課

養育費の確保の推
進

79 養育費確保支援

　ひとり親家庭等に対する養育費の取り決めや支払確保の支援を行っ
た。
・公正証書作成費用等補助（町村分）　５件
・弁護士による法律相談　１４件
・同行支援　１件

4,576 838 子ども未来課

高等学校等就学支援
金

再掲 事業No.21を参照 同左 同左
（教）総務課、
文化学術課

和歌山県高校生等奨
学給付金（奨学のた
めの給付金）

再掲 事業No.22を参照 同左 同左
生涯学習課、文
化学術課

県立高等学校授業料
減免

再掲 事業No.23を参照 同左 同左 （教）総務課

私立高等学校等家計
急変世帯授業料減額
等補助事業

再掲 事業No.24を参照 同左 同左 文化学術課

私立専修学校授業料
等減免事業費補助金

再掲 事業No.13を参照 同左 同左 生涯学習課

和歌山県大学生等進
学支援

再掲 事業No.12を参照 同左 同左 生涯学習課

和歌山県修学奨励 再掲 事業No.11を参照 同左 同左 文化学術課

教育費負担の軽減

(3)困窮世帯等への就
労支援

就労機会の確保

児童手当・児童扶
養手当制度の着実
な実施
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和歌山県子供の貧困対策推進計画の具体的施策の実施状況（Ｒ４年度）

（千円） （千円）

大綱の支援項目
事業
No.

事業名 再掲
事業の実施状況
（Ｒ４年度）

予算
（Ｒ４年度）

決算
（Ｒ４年度）

担当課大綱第４の区分

生活保護制度（教育
扶助）

再掲 事業No.20を参照 同左 同左 福祉保健総務課

生活保護制度（生業
扶助）

再掲 事業No.26を参照 同左 同左 福祉保健総務課

80
３子以上世帯向けの
経済的支援

　子育てにかかる経済的負担を軽減するため、所得制限を設定している
県独自事業において、３人以上の子供の数に応じて、所得制限の上限額
を１人あたり50万円程度引き上げ、対象世帯を拡大した。
対象事業
・和歌山県修学奨励金【奨学金・進学助成金】
・和歌山県大学生等進学支援金
・和歌山県立高等学校特別地域生徒通学費等補助金
・和歌山県立高等学校定時制及び通信制課程教科書等無償給与

402,534 370,077
子ども未来課、
（教）総務課、
生涯学習課

紀州っ子いっぱいサ
ポート

再掲 事業No.1を参照 同左 同左 子ども未来課

81 在宅育児支援

　第２子以降の０歳児を保育所に預けず在宅で育てる世帯の経済的負担
を軽減するため、給付金を支給した。
　　　・第２子：年収約360万円
　　　・第３子以降：所得制限なし

　＜支給額＞
　　　15,000円/月×10か月（生後２か月～１歳まで）

　＜スキーム＞
　　　県10/10。市町村に事務委託

　令和4年度実績
　　支給件数　1,319件　　支給額　105,105,000円

138,135 111,562 子ども未来課

82
ひとり親家庭医療費
助成事業

　市町村が行うひとり親家庭の医療費の支給事業に対して補助を行っ
た。

468,018 452,152 子ども未来課

乳幼児医療費助成事
業

再掲 事業No.37を参照 同左 同左 健康推進課

83
小児慢性特定疾病医
療費助成事業

国指定の特定疾病にかかる医療費の一部の公費負担を実施した。
・対象年齢18歳未満（延長期間20歳未満まで） 101,810 95,170 健康推進課

★多子世帯の経済
的負担軽減

★医療費負担の軽
減

教育費負担の軽減
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